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今、世界は「コロナ禍」という今まで誰も経験していない初めて ５ 日
の事態に向き合っています。その中でみんなが協力して知恵を出し ６ 月 読み聞かせ（５・６年）
合っています。 ７ 火 ALT１～４年
いつものこの時期ならそろそろ夏休みの準備をする頃ですが、今 ８ 水 非行防止教室（５・６年）
年は様子が違います。でも、この世の出来事は私たちにとってどれ ９ 木
も無意味なことはないと思います。必ずこの事態も意味があるのだ 10 金
と思います。 11 土
現代社会はスピードが求められています。急速な ICT 化の波、 12 日 第２回 PTA奉仕作業

情報の処理スピード等。しかし、今立ち止まってゆっくりと物事を 13 月
考える機会ととらえることはできないでしょうか。また、人とのつ 14 火 第２回家庭教育学級
ながりの大切さを考えることはできないでしょうか。 15 水 地区別集団下校
「見えぬけれどもあるんだよ。見えぬものでもあるんだよ」 16 木 全校音楽 PTA企画会
みなさんはこの言葉を知っていますか。 17 金 すくすくタイム
これは私が子ども達に暗唱で出したことのある 18 土
金子みすゞさんの「星とたんぽぽ」の詩の一節です。 19 日
見えないけれどもあるものとは何でしょう。 20 月 夏休み図書貸し出し（下学年）
目には見えないけれど、心ってあります 21 火 （上学年）給食着持ち帰り
よね。相手の心を自分の心の目で見れるよ 22 水 マスク給食
うに相手のことを思うことは大切です。 23 木 海の日
私たちは人とのつながりの中で生きています。相手のことを想像 24 金 スポーツの日
したり、折り合いをつけたりすることが大切な世の中になっていま 25 土
す。いつも相手が喜ぶことをしようと心に決めると自然に相手が喜 26 日
ぶ言葉が口からあふれ出し、優しい行動ができるようになります。 27 月 給食着回収
今「コロナ禍」の中でなかなか自由に思い通りに行動できない日 28 火
々ですが、そんな時間に本を読み、「自分の心を耕す時間」として 29 水
使い、優しくて柔らかい心を持つ人になれたらと思います。 30 木
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新型コロナウイルス感染症の影響で
実施が危ぶまれていたプールでの授業 学校の臨時休業と合わせて中断していた本校の
ですが、更衣を教室で行ったり、使用 PTA 活動も再開されました。５月３１日には第１
したビート板等を消毒したりと感染防 回 PTA 奉仕作業、６月１２日には家庭教育学級の
止を図ることで西都市では何とか実施 開級式と第１回家庭教育学級が行われました。
することができています。 奉仕作業ではいつも
６月２日のプール開きでは、お神酒 のように、それぞれの

と御塩をお供えし、今年のプールでの安全と感染のないことを合わ 役割分担がなされ、重
せて校長・教頭で祈願しました。 機やトラックを用いて、

そんな中で始まったプールでの学習 短時間であっという間
ですが、水泳が大好きな茶臼原小の子 に運動場や校舎周辺が
ども達のことですから、毎日プールか きれいに整備されまし
らは歓声が聞こえてきます。少人数で た。本校を訪れた方々が必ず口にされる環境の美
すから、待つ時間もほとんどなく、先 しさは、こういう保護者の皆様のお陰で保たれて
生方の笛の合図に合わせて、泳ぎまく いるのだと改めて思いました。休日にも関わらず
って鍛えられています。 多数の方々に参加していただき、本当にありがと

うございました。
家庭教育学級では、

保護者のギルバートさ
５年生が学校の「田んぼ」で田植えを んを講師に、「マスク

しました。今までは「バケツ稲」で学習 作り」を行いました。
していたのですが、今年はプール横の「流 夜間にも関わらずた
水実験場跡」を耕し、肥料を入れ、水を くさんの方々が参加さ

ためて田んぼにしました。耕すときには れ、「しっかり学び、楽しみ、活かす」という家庭
保護者の工藤さんから耕運機も借りまし 教育学級本来の目的にぴったりの活動がなされて
た。小さな小さな田んぼですが「バケツ いるなあと感心しました。
稲」とはまた違って、草取りや稲刈り等 私はいつも思います。本校の PTA活動は自主的
少しだけ本格的な稲作の学習ができると で自律的で、主体的であると。人任せにせず、み
いいです。どれくらいのお米がとれるか、 んなで労を分かち合い、楽しんで活動されている
秋の収穫が楽しみです。 姿は本校の誇りだと。




